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足踏式自動車の認定基準及び基準確認方法 

 

 

1.基準の目的 

この基準は、足踏式自動車の安全性品質及び使用者が誤った使用をしないための必要事項を定め、 

使用者の生命又は身体に対する被害の発生の防上を図ることを目的とする。 

2.適用範囲 

 この基準は、幼児が使用する三輪及び四輪の乗員一人用の足踏式自動車(以下、 自動車という。 

 について適用する。ただし、押手棒付自動車は除く。 

 なお、 こでいう幼児とは標準として〇から〇までをいう。 

3.安全性品質 

 足踏式自動車の安全性品質は次のとおりとする。 

  

項  目 基  準 基準確認方法 

１.外観、構造

 及び寸法 

 

 

 

 

 

 

 

 

１.自動車の構造、外観及び寸法は 次

のとおリとする。 

(1) サドル座面は、前後左右に著しい

傾きがないこと。 

 

(2) ペダルは、著しいねじれ及び曲リ

がないこと 

 

(3) 外部に現れるボルト、ナット等の

先端は、著しく突出していないこ

と。 

 

(4) 手及ひ足の触れる部分の仕上げは

良好で傷害を与えるような先鋭部

、はリ等がないこと。 

 

(5) タイヤの形状及び肉厚は均整でき

裂、変形、使用上支障のある欠点

がないこと。 

 

(6) サドルに〇kgの力を加えた状態で

、車輪と車体との問隔は〇mm以上

であること。 

 

 

 

 



 

項  目 基  準 基準確認方法 

２.安定性 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３.走行性 

 

 

 

 

２.三輪の自動車を傾斜させたとき〇

度以下で転倒しないこと。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３.自動車の走行は円滑で、著しいだ(

蛇) 行及び片寄りがないこと。 

 

 

 

項  目 基  準 基準確認方法 

４.組付け強度 

 

 

 

 

 

 

 

 

４.自動車各部の組付け強度は、次の

とおりとする。 

 

(1) 前車輪を固定し、ハンドルに〇  

kg/cmのトルクを加えたとき、操

縦機構各部にき裂、破損、使用上

支障のある変形等の異状がないこ

と。 

 

４. 

 

 

(1) 前車輪を固定し、〇のトルクを加えて機構

各部に異状がないことを確認すること。 
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５.耐荷重 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 駆動輪を固定し、ペダルに駆動方

向のカ〇を加えたとき、駆動機構

各部にき裂、破損、使用上支障の

ある変形等の異状がないこと。 

 

(3) その他各部の組付けは確実で、ゆ

るみ、かた等がないこと。 

 

５.ハンドルに〇kgの力を加えたとき

、ハンドル各部にき裂、破損、使用

上支障のある変形等の異状かないこ

と。 

図３ 

 

 

 

項  目 基  準 基準確認方法 

６.耐衝撃 

 

 

 

 

 

 

 

 

６.自動車の耐衝撃は、次のとおリと

する。 

 

(1) サドル座面に〇kgの砂袋を〇の高

さから落下させたとき、自動車各

部にき裂、破損、使用上支障のあ

る変形等の異状がないこと。 

 

(2) 車輪を〇の段のあるドラム上で回

転させたとき、各部にき裂、破損

、使用上支障のある変形等の異状

がないこと。 

  

(3) 障害物に自動車を衝突させたとき

自動車各部にき裂、破損、使用上

支障のある変形等の異状がないこ

と。 

 

 

 

 



 

項  目 基  準 基準確認方法 

７.材料 

 

 

８.附属品 

 

 

７.自動車の材料は、人体に有害な影

響を与えないものであること。 

 

８．附属品は、自動車の使用上の安全

性を損なわないものであること。 

 

4.表示及び取扱説明書 

 自動車の表示及び取扱説明書は、次のとおりとする。 

項  目 基  準 基準確認方法 

１.表示 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２.取拔説明書 

１.製品には、容易に消えない方法で次の

事項を表示す。 

 

(1) 申請者(製造業者、翰入業者等)の名

称またはその略号 

 

(2) 製造年月もしくは輸入年月またはそ

の略号 

 

(3) 製品に適した使用年令及び身長範囲(

下げ札でもよい。) 

 

２. 製品には次に示す主旨の取扱上の注

意事項を明示した取扱説明書を添付

すること。なお、一般消費者が容易

に理解できるよう図で明示するのが

望ましい。 

 

(1) 部品及ひ附属品の-部が取リ外されて

いる自動車は、その組立ての要領及

び注意。 

 

(2) 使用上の注意 

 (a)初めて乗る幼児は、保護者が使上の

注意を指導すること。 

 (b)坂道での使用は避けること。 

 (c)交通のひんぱんな道路、車両交通の

多い場所では使用しないこと。 

 

 

 



 

項  目 基  準 基準確認方法 

 

 

 

 

 (d)車輪の周囲には手を入れないこと。 

 (e)ニ人乗りはしないこと。 

 (f)手入れ及び点検を時々行うこと。 

 (g)破損、故障等したままで使用しない

こと。 

 (h)雨ざらしにはしないこと。 
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